
「共同会」における支援の面から言えば、かつて国連総会の場において、ダウン症の女

性が、次の様なアピールを行っています。 

「私の前を歩かないで下さい。私はあなたについて行けないから。 

私の後ろを歩かないで下さい。私はあなたをリード出来ないから。 

どうぞ、私の横を歩いて下さい！」 

障害当事者にどれだけ寄り添った法人（園）運営が出来るか。そのことを幹部職員が自ら

の行動として職員に示し、一緒に汗を流せるかにかかっていると思います。 

 

次にセカンドオピニオンについて触れますが、障害者当事者への支援と同様にいかに患

者に寄り添った対応が出来るかが問われると思います。 

実は、私事ですが昨年の 8 月、みぞおちを押すと痛く、寝ると背中に違和感があるので近

所の病院で受診したところ膵臓に関する数値が高く、そのまま救急車で専門医のいる病院

に搬送されました。CT などの結果を基に胃部からの内視鏡の結果、膵臓に腫瘍があり組織

検査の結果膵頭部の初期の癌（1㎝程度）と診断され、9 月初旬膵頭十二指腸摘出手術を受

けました。    

現在の体調は、体力はともかく一応日常生活は相変わらずですが、就寝時に横になると右

横腹が痛く、２時間ごとに目が覚めることが続き痛み止めを処方してもらっています。膵臓

そのものの方は回復しているようで、毎食前のインシュリン注射から朝晩の食前の服薬に

変わり面倒が無くなりました。                             

しかし、術後９か月（6 月）の定期受診で、膵臓癌腫瘍マーカーが上がっており、その後

も上がり続け、CT 検査（PET）の結果、癌の腹膜間リンパ節への転移が執刀医から指摘され、

8 月の受診時に、このままでは背中に痛みが出てだんだん強くなり危ない状態にあるとの説

明を受けました。 

<血液検査結果> 

検査項目 基準値(単位) 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

DUPAN-2 150 以下 U/mL 25 38 88 92  

Span-1 30.0 以下 U/mL 125.9 426.7 774.0 1196.6  

CEA 5 以下   ng/mL   3.3   4.6   4.7    6.5    7.2 

CA19-9 37 以下   U/mL 211.4 641.7 1131.0 1892.0 4262.0 

通常医療で行けば、手術後に勧められる抗がん剤の使用が普通でしょうから、手術をし

た病院の医師の頭の中には「今更」の感覚があるとは思いますが、「抗がん剤治療を受け

ない方も多くいるので抗がん剤の使用はご本人の判断です。」との話でした。  

ちなみにと余命を聞いたら、「このまま抗がん剤を使用しなければ数カ月。場合によっ

ては今年中持つかどうか？」と、さらっと言われ、同席した娘もショックを隠せませんで

した。  

抗がん剤は通院可能な現状なら点滴。それなりの副作用があり、抗がん剤が効けば延命

もあるが駄目ならば持っても１～2 年とのことでした。 

翌日、その結果を持ってマイクロ波照射を行う温熱治療クリニックでも受診しました


